
─伊藤社長は剣道七段の腕前だとお聞
きしました。いつから剣道を？
　小学 4年生の時、兄の影響で始めまし
た。それから大学まで続けていました
が、一方で幼いころから当社の創業者で
ある父に連れられて仕事現場に行くこと
もありましたし、その背中をずっと見て
きて将来は経営者になりたいという想い
を持っていたんです。それで卒業後は家
業に入り、経験を重ねました。やがて兄
が二代目となり、私は専務として支えて
きたんです。けれども兄が体調を崩した
ことをきっかけに私が三代目として代表
職を引き継ぐことになりました。
─剣道のご経験はきっと経営でも活か

されていることでしょうね。
　ええ。日々の練習で鍛えた精神力は大
いに役に立っていると思いますし、先を
読んで行動することなど、剣道で学んだ
ことは経営にも活かされていると思いま
すね。実は、三代目に就任する前には市
議会議員としても活動していまして。家
業と剣道道場と三足のわらじを履いてい
たんです。
─社長はバイタリティの高い方でい
らっしゃる。身体一つでは足らないで
しょう（笑）。
　議会がある時期は夜中まで仕事をして
いることが多かったですね。そんな日々
を経て、5年前に代替わりをするタイミ
ングとなり、就任の挨拶で皆に宣言した
ことがあります。それは「社員が幸せに
なる会社を目指す」ということ。まずは
社員の幸せを追求することで、その先の
お客様の幸せにつながるという想いで舵
取りをスタートしました。
─素晴らしい姿勢ですね。社員さんが
幸せでなければ、お客様を幸せにするこ
とはできないはずですよね。
　また私の代になって、基本的に仕事の
進行などは各部門の裁量に任せることに
しました。今どんなことに取り組んでい
るのかということ、課題があればどのよ

うなアプローチをするかということをお
おまかに把握した上で、私のこれまでの
経験に基づいてアドバイスをします。そ
うして創意工夫しながら会社全体でお客
様のニーズに応えていこうというスタン
スです。
─なるほど。任せられたスタッフの方
もやり甲斐が大きいでしょうね。現在、
スタッフさんは何名いらっしゃるので
しょうか。
　40 名です。お陰様で安定した売上を
維持することができていますが、それが
当たり前だと思ってはいけないと常にス

働く人の幸せ、顧客満足を追求し
その先で新たな価値を創造する
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▼新潟県糸魚川市を拠点に土木・建設工事をはじめ下水道維持・修繕工事、住宅基
礎地盤整備、塗装関連工事など多様なニーズに応えている『伊藤建設』。「創意 誠
実 信頼」をモットーに、一丸となって日々顧客満足を追求している。そんな同社
を牽引する三代目・伊藤社長のもとを、本日はタレントのつまみ枝豆氏が訪問。そ
の歩みについてのお話を交えながら、社長の事業にかける熱き思いに迫った。

今年 66歳とは思えないバイタリティ
溢れる伊藤社長。対談させていただき、
私も元気をもらいましたよ。現在、『伊
藤建設』さんでは、社長のご長女が後
継者として修業されているそう。社長
も「お前ならできる」と太鼓判を押さ
れているのだとか。ご長女がどんな手
腕を見せてくれるか楽しみですね。期
待していますよ。

つまみ枝豆
（タレント）
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タッフには話しています。今、目の前に
ある仕事をより良いかたちで将来につな
げていくために何ができるかを考えてほ
しいですし、新規のお客様を開拓すると
か、建設業という枠にとらわれずに新た
な事業分野に挑戦することも一つの方法
だと思うのです。実はかつて当社はリス
クヘッジのためにホテル運営事業を手
掛けていたことがあります。リーマン・
ショックの影響で撤退を余儀なくされま
したが、今はコロナ禍ということもあり
今後何が起きても不思議ではありませ
ん。建設業に関連するものを中心に、今
後も積極的に新規事業へ挑戦して可能性
を広げていければと考えています。
─これからが楽しみです。お話も尽き
ませんが、今後の展望を伺います。
　少しずつでも売上を伸ばし、取引先を
広げてより安定した事業基盤にしていく
ことが目標ですね。また現在、私は 66
歳ですから、次の世代へのバトンタッチ

を見据えて早め早めに行動していきたい
と考えています。
─次代を担う若い方に向けて、メッ
セージをぜひお願いします。
　私がどんな時も心に刻んでいるのは、
「人生は一度きりしかない」という言葉。
だからこそ、人生を大切にしないといけ
ない。それは、全ての人にとって同じこ
とが言えますよね。つまり、自分の人生
を大切にするということは、他人の人生
を大切にすることでもあるのです。だか
らこそ、これからも私は社員とその家族
の幸せを追求していきたいですし、社員
たちもまたお客様も含めて他の人の幸せ
を追求できる人間であってほしいと願っ
ています。それが根底にあれば、これか
ら不透明な時代の中でどんな困難に直面
しても、きっと乗り越えていけるはずで
す。そのことを皆には忘れずにいてほし
いですね。

（2022 年 4月取材）
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Pick up the another story
▼「剣道を通して学んだことは、経営者になってから大い
に活きた」と対談で語ってくれた伊藤社長。「剣道の世界で
はよくあることなのですが、指導の際に言い方を変えるだ
けで、相手により伝わりやすいということがあります。ス
タッフとの接し方も、同じことが言えるのです」。『伊藤建設』
では毎週朝礼を行っており、社長は「伝わる」スピーチを
心掛けているそう。コミュニケーションは、自分の伝えた
いことが相手に「伝わる」ことで初めて結果が出ると言え

るのではないだろうか。角度を変えてみる、言い方を変え
てみる。そうして相手に伝わりやすい質の高いコミュニケー
ションを実践する
ことこそが、経営
者の役割の一つだ
ということを、社
長の姿勢から学ぶ
ことができる。

代表取締役社長／館長

伊藤 文博

『直心館伊藤道場』の 2020 年の初稽古の集合写真

『直心館伊藤道場』の稽古の様子
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